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「愛がなければ」

（Ⅰコリント13:1-3）

挽地茂男
2019.3.24 日本基督教団千歳丘教会

本日からコリントの信徒への手紙

一の１３章、通称「愛の賛歌」(愛の

章)と呼ばれる箇所を読みたいと思い

ます。

今日も少し遠回りをしますので、

その遠回りの道筋を最初にお知らせ

をしておきます。まず最初に瀬戸内

寂聴さんの言葉、そして太宰治の言

葉、そしてアンパンマン、ヨハネの

言葉、そしてパウロの言葉に向かい

ます。

さて瀬戸内寂聴さ

んといえば、文筆家

としてだけではなく、

今や天台宗の僧侶と

して有名な方で、わ

かりやすい言葉で仏

教を説き、人々の人

生のさまざまな問題

にアドバイスをおく

るという働きをなさ

っています。寂聴(瀬戸内晴美)さん

は、１９７３年に得度(出家)して仏

門に入られるのですが、彼女は最初、

修道女になろうとしたのです。し

かし教会から拒否されてしまいま

す。過去が問題にされたのです。

彼女は､大学生の２１歳の時(1943

年､戦争の最中)に見合い結婚をし

て、翌年、女の子を出産しますが、

夫の教え子と不倫のあげく３歳の

娘と夫を残してその男性と逐電

(駆け落ち)した過去の行状が問題

にされたのでした。その後、仏道

に入るべく出家を志して、多くの

寺院を訪ねますが、やはり拒否さ

れてしまいます。しかし１９７３

年､今春聴(今東光)大僧正を師僧

として中尊寺にて天台宗で得度、

法名を寂聴と名乗ることになりま
ほうみよう

す（戸籍上の氏名は、1987年に天

台寺住職となった際に瀬戸内晴美

から瀬戸内寂聴に改名）。翌(1974)

年、比叡山で６０日間の行を経て、

京都嵯峨野で寂庵と名付けた庵に

居住することになります。現在の

僧位は、権大僧正〔天台宗13階級

の上から２番目〕。なかなか偉い
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方なのです。位も偉いかも知れま

せんが、わたしが寂聴さんが偉い

方だな、と思うのは、世間で非難

囂々のバッシングを受けて一定の

マイナス評価が収まって、一種「鼻

つまみ者」的存在と見られている

人たちと接触を持ったり、雑誌の

対談を組んだりなさることです

ね。たとえば連合赤軍のリーダー

であった永田洋子元死刑囚〔脳腫

瘍で獄死〕や、連続射殺事件の永

山則夫元死刑囚〔すでに死刑執行〕

や、近いところでは「STAP細胞騒

動」の小保方晴子さんや相撲の元

貴乃花親方などです。それぞれの

人たちのもつ主張の擁護･弁護と

いうことではなく、人が人でいる

ことの温もりを共に再発見する役

割を果たすのです。

この瀬戸内晴美(寂聴)さんが出家

をする２年前の１９７１年(49歳)に

書かれた「愛は何度可能なのか」

（『婦人公論』1971.7月号）とい

う文章があります。得度(出家)され

る２年前なので、かなり行き詰まっ

ている、という勝手な感想を持って

しまう文章ですが、お読みします。

「自立し、自分の仕事を持ち、

自分の情熱の欲する時だけ、みた

してくれる男を迎える生活、そし

てもし、自分だけで育てられる自

分の産んだ子供が一人か二人あれ

ば、彼女は申し分ない人生を送っ

ているといえる。

本当に解放された自由な女は、

人間が決して、他からは充たされ

ないこと、自分の愛などという力

が他を決して充たしきりはしない

ことを識っている。

彼女にとっては、結婚という形態

や家という外殻は何の必要もなく

なっている。…

永遠の愛など決して存在しない

ことを知っているからこそ、今日、

この瞬間の愛の大切さを一滴もこ

ぼさず味わい尽くそうとする。

形式的な結婚など何度繰りかえ

しても、そこから夫婦という名の

男女の狎れあいのだましあいしか
な

生まれないことを知っている彼女

は、決して今更結婚という形式の

鎖につながれようとは考えない。」

瀬戸内晴美(寂聴)さんの――当

時の――主張では、①「愛」が、も
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っぱら男女間の情愛をあらわす言葉

として使われています。②永遠の愛

など決して存在しない、と言い切

ります。むしろ③瞬間的な「愛」

が存在する。この一期一会の瞬間

の愛にこそ真実の愛があり、その

愛の大切さを一滴もこぼさず味わ

い尽くすべきであって、だから④

結婚や家といった安定装置を求め

るべきではない。結婚という制度

や家によって守られる形式的な結

婚からは夫婦という名の男女の狎
な

れあいのだましあいしか生まれて

こないのだ、と言います。そして

⑤自立した自由な女は、あらゆる

束縛から解放されていなければな

らない、というこ

とになります。

しかしわたしに

とって、「愛」をこ

のようにもっぱら男

女間の情愛をあらわす

言葉として、しかも

定義もせずに、意味

の明らかな自明の言

葉として用いるこ

とが可能かという

疑問がわいてきま

した。そしてその

後、太宰治の言葉に出会ったとき

に、目からうろこが落ちるような

思いがいたしました。

太宰治――最も聖書を読んだ日

本人作家と呼ばれることがある

――に「チャンス」(季刊『芸術』

創刊号,1946.7）というエッセイ

があります。このエッセイが季刊

『芸術』創刊号に発表されたのが

１９４６年７月、戦後まだ１年た

たない頃です。その頃の「愛」と

いう言葉に対する、太宰の感覚は

大切だと思います。

「いったい日本に

おいて、この「愛」

という字をやたら

に何にでもくっつ

けて、そうしてそ

れをどこやら文化

的なものみたいな

概念にでっち上げ

る傾きがあるよう

で（そもそも私は

「文化」という言

葉がきらいである。

文のお化けという意味であろう

か。昔の日本の本には、文華はま

たは文花と書いてある）、恋と言

ってもよさそうなのに、恋愛、と

いう新語を発明し、恋愛至上主義

〔北村透谷や厨川白村を指す発言

北村透谷

厨川白村（京大教授）
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か〕なんてのを大学の講壇で叫ん

で、時の文化的なる若い男女の共

鳴を得たりしたようであったが、

恋愛至上というからなんとなく高

尚みたいに聞こえるので、これを

在来の日本語で、色欲至上主義と

言ったら、どうで

あろうか。交合至

上 主 義 と 言 っ て

も、意味は同じで

ある。そんなに何

も私を、にらむ事

は な い じ ゃ な い

か。恋愛女史よ。

つまり私は恋愛の「愛」の字、

『性的愛』の「愛」の字が気がか

りでならぬのである。「愛」の美

名に依って、卑狸感を隠蔽せんと

たくらんでいるのではなかろうか

とさえ思われるのである。

「愛」は困難な事業である。そ

れは「神」にのみ特有の感情かも

しれない。人間が人間を「愛する」

というのは、なみなみならぬ事で

ある。容易なわざではないのであ

る。神の子は弟子たちに「七の七

十倍ゆるせ」と教えた。しかし、

私たちには、七度でさえ、どうで

あろうか。「愛する」という言葉

を、気軽に使うのは、イヤミでし

かない。キザである。」

太宰の言葉、「愛」をもっぱら男

女間の情愛をあらわす言葉として用

いる文脈から引き離します。また

「愛」という言葉が無定義のまま、

いたずらに人の情緒だけを喚起す

るイメージ言語として使われるこ

とに太宰は反対します。何にでも

「愛」をくっつける当時の風潮が

気に入らないのです。だから①恋

愛は新語だと言います。恋と言っ

てもよさそうなのに、「愛」とい

う言葉をくっけて「恋愛」という、

どこやら文化的なものみたいな概

念にでっち上げているだけで、そ

の中身は、男が女に恋しそれを求

め、女が男を恋しそれを求めてい

るだけのことなのだ、なんとなく

高尚に聞こえるが露骨に言えば色

欲至上主義、交合至上主義と言っ

ても差し支えない。そして太宰治

は、ちまたに横行する「愛」の氾

濫に逆らうように、聖書にその意

味の基礎を求めます。「愛」は困

難な事業である。この「愛」は「神」

にのみ特有の感情かもしれない、

と主張します。人間が分かった気

になって｢愛｣だ｢愛｣だなどと言え

るものではない。そんな「イヤミ

でキザ」な風潮に釘を刺します。
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さて皆さんはアンパンマンをご存

じだと思います(!?)。アンパンマン

で示されている愛

は、男女間の情愛を

語る愛からもっと離

れてきます。聖書の

愛に近い、と言える

かも知れません。アンパンマンは子

どもたちの大好きなアニメの主人公

ですが、その主題歌がなかなか素晴

らしい。子どもたちが好きなだけで

なくて、大人にも愛されているアニ

メソングの一つです。東北大震災の

被災地で、避難所に収容された子ど

もたちが震災の恐怖と疲れで泣き止

まないので、しかたなく、アンパン

マンの歌を避難所の放送で流したそ

うです。するとその音楽が鳴ると同

時に、子どもたちは泣き止んでしま

ったそうです。それだけだったらあ

り得るかなとも思うのですが、しば

らくすると大人たちが泣き出したと

いうのです。大人たち、とくに震災

被害で途方に暮れていた大人たちに

とっては、胸につまされる、胸に迫

ってくる歌詞だったのですね。ちょ

っと歌詞を紹介してみましょうか。

子ども向けアニメ「それゆけアンパ

ンマン」の主題歌「アンパンマンの

マーチ」です（左記を紹介）。

「アンパンマンのマーチ」

作詞 やなせたかし

作曲 三木たかし

そうだ！嬉しいんだ生きる喜び／

たとえ胸の傷が痛んでも

①何の為に生まれて 何をして生きるのか

／答えられないなんて そんなのは嫌だ！

今を生きることで 熱いこころ燃える／

だから君は行くんだ微笑んで。

そうだ！嬉しいんだ生きる喜び／

たとえ胸の傷が痛んでも。

嗚呼アンパンマン優しい君は／

行け！皆の夢守る為

② 何が君の幸せ 何をして喜ぶ／

解らないまま終わる そんなのは嫌だ！

忘れないで夢を 零さないで涙／

だから君は飛ぶんだ何処までも

そうだ！恐れないでみんなの為に／

愛と勇気だけが友達さ

嗚呼アンパンマン優しい君は／

行け！皆の夢守る為

③ 時は早く過ぎる 光る星は消える／

だから君は行くんだ微笑んで

そうだ！嬉しいんだ生きる喜び／

たとえどんな敵が相手でも

嗚呼アンパンマン優しい君は／

行け！皆の夢守る為

※テレビ放送等

では、歌詞 2番が
使用されている
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長らくアンパンマンのキャラクタ

ーは、イエス・キリストをモデルに

していると言われてきました(そして

今も一部でそのように言われ続けて

います)。２０１３年に惜しまれつ

つもこの世を去った『アンパンマ

ン』の原作者やなせたかし氏が、

実は、聖公会のクリスチャンで、

洗礼名を『バルトロマイ』という

のだ、と伝えられていました。考

えてみれば、空腹な人々に自分の

顔を分け与えるアンパンマンは、

最後の晩餐においてパンを「自分

の肉」として分け与えたイエス・

キリストと同様のものを感じさせ

ます。この国民的人気ヒーローに

は、キリスト教の博愛精神が根底

にあったのだ、と皆納得してしま

ったのです。

やなせたかし氏がクリスチャン

だということは、彼の生前から言

われていたのですが、本人もそれ

に頓着せず否定もしないでいたも

のですから、ずっとそう思われて

いたのですが、〔2011年にやなせ

氏が生前葬をするというので、戒

名まで用意したことや(生前葬は

東北大震災の発生により中止)、

東京新聞が2013年10月16日号の訃

報記事でやなせ氏をクリスチャン

であったと報道しながら、後に同

年11月20号に訂正記事を掲載した

ことなどもあって〕死後、実はや

なせ氏はクリスチャンではない、

ということになりまして、今や「や

なせたかしクリスチャン説」は都

市伝説の一つということにされて

おります。

やなせたかし氏がクリスチャン

であるかどうか曖昧になってしま

いました。しかしそのことによっ

て、アンパンマンをキリスト教の

枠から引き離して考えることがで

きます。アニメで描かれるアンパ

ンマンの愛は、おなかが空いて泣

いている子供に自分の顔をちぎっ

てあげてしまうような犠牲的精神

の中に表されます。またアンパン

マンの愛には、悪と戦う勇気が加

わります。ですから、やなせたか

し氏がクリスチャンであったかど

うかは別と致しましても、アンパ

ンマンの愛と犠牲と勇気は、キリ

ストの愛の業と共鳴してくること

もまた確かなことなのです。
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では、聖書における愛を見てみ

ましょう。興味深いのは、キリス

トの犠牲によって「愛がわかった」

という表現が出てくることです。

「わかった」ということは、それ

までは「わからなかった」という

ことを意味します。この様な愛の

発見の契機をヨハネの手紙は示し

ます。まずヨハネの手紙一３章１

６節。手紙の著者は、愛が分かっ

た瞬間を自覚しています。新改訳

改訂第３版の翻訳でお読みしま

す。「キリストは、私たちのため

に、ご自分のいのちをお捨てにな

りました。それによって私たちに

愛がわかったのです。ですから私

たちは、兄弟の

ために、いのち

を捨てるべきで

す。」キリスト

がわたしたちの

ためにご自分の命を捨てられまし

た。「そこに愛が見えるでしょう

か。」それは決定的に大切なこと

です。「神がわたしを愛しておら

れる。」何にも代えられない大切

なメッセージです。この愛の自覚

が、「兄弟のために、いのちを捨

てる」と表現される人への愛へと

展開するのは必然なのです。①愛

は根源的には神との繋がりをもっ

ているのです〔人を愛するという

倫理的レベルはその展開なので

す〕。②愛とは神が人間の存在自

体を「愛する者」として肯定する

所に起源を持っているのです。ま

た③愛はつねに最も大切なもの

(命)を与えるという形で表現され

ます。同じヨハネの手紙一４章１

０－１９節も少し途中を省略しな

がら､お読みします(新改訳)。

「私たちが神を愛したのではなく、

神が私たちを愛し、私たちの罪の

ために、なだめの供え物としての

御子を遣わされました。ここに愛

があるのです。愛する者たち。神

がこれほどまでに私たちを愛して

くださったのなら、私たちもまた

互いに愛し合うべきです。いまだ

かつて、だれも神

を見た者はありま

せん。もし私たち

が互いに愛し合う

なら、神は私たち

のうちにおられ、

神の愛が私たちの

うちに全うされるのです。……私

たちは、私たちに対する神の愛を

知り、また信じています。神は愛

です。愛のうちにいるものは神の
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うちにおり、神もその人のうちに

おられます。…愛には恐れがあり

ません。全き愛は恐れを締め出し

ます。…私たちは愛しています。

神がまず私たちを愛してくださっ

たからです。」

神の愛がすべての出発点です｡そして

神への愛は人への愛へと拡大します。

さてパウロにまいりましょう。

コリントの「愛の章」を今日は３

節まで学びます。お読みします。

13:1 たとえ、人々の異言、天使

たちの異言を語ろうとも、愛がな

ければ、わたしは騒がしいどら、

やかましいシンバル。13:2たとえ、

預言する賜物を持ち、あらゆる神

秘とあらゆる知識に通じていよう

とも、たとえ、山を動かすほどの

完全な信仰を持っていようとも、

愛がなければ、無に等しい。13:3

全財産を貧しい人々のために使い

尽くそうとも、誇ろうとしてわが

身を死に引き渡そうとも、愛がな

ければ、わたしに何の益もない。

パウロはここで、「愛がなけれ

ば…」という言葉を３回繰り返し

ています。異言を語る特別な霊的

能力を持っていても、「愛がなけ

れば…」空しいのです。異言とい

うのは――先々週の礼拝でもお話

ししましたが――通常の言語から

すれば意味不明ですが、超自然的

な言語で神のメッセージを伝える

言葉の現象およびその言語に関す

る知識のことを指します。その異

言が「人々の異言」であれ「天使

たちの異言」であれ「愛がなけれ

ば」、騒がしいどらや、やかまし

いシンバルに等しいのです。その

どらやシンバルが有効となるの

は、愛のハーモニーの中で演奏さ

れるときなのです。つまり霊的能

力の有効性を保証するのは「愛」

なのです。現代のキリスト教の中

にも、異言を強調するグループが

存在します。彼らはよく、異言を

語らない教会は神の霊に満たされ

ていないと批判します。この批判

が根本的に間違っているのは、批

判に愛が欠落しているからです。
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愛が欠落しているので、異言を語

らない教会の個性が認められない

のです。霊的能力よりも愛が先行

しなければなりません。愛のない

異言は、教会や人々に宗教の豊か

さよりも混乱と宗教不信をもたら

すのです。パウロは霊的能力にお

ける愛の不可欠性を訴えます。

次にパウロは、預言と神秘と知

識と信仰といった宗教的特性にお

いても愛が不可欠であることを説

きます(v.2)。預言の賜物をもち、

あらゆる神秘(musth,ria)と知識に

精通し、山を動かすほどの完全な

信仰をもつ時、人は、謙虚でいる

ことが難しくなります。特別な霊

的賜物は人を高ぶらせやすいので

す。そして愛のない預言は、偽り

の権威をもってどれほど人をまど

わし、人生を破壊してきたでしょ

うか。神の神秘を理論によってと

らえたと自負する愛のない神学

が、純粋な信仰をどれほど傷つけ

てきたことでし

ょうか。また、

愛のない知識は、

戦争においてど

れほど破壊的な

武力や軍事力に

変形されたでし

ょうか。また、愛のない信仰は、

どれほど宗教間に争いを引き起こ

してきたでしょうか。預言であれ、

神秘であれ、知識であれ、信仰で

あれ、いかなる宗教的卓越性も「愛

がなければ」「無に等しい」とパ

ウロは言います。

さらにパウロは、倫理的特性を

あらわす慈善における愛の不可欠

性を説きます(v.3)。全財産を貧

しい人々のために使い尽くしたと

しても、たとえ、わが身を死に引

き渡すというほどの献身――命を

与えるという究極の慈善の形(or
究極の愛の形)――であっても、

愛がなければ無益だとパウロは言

います。愛のない売名的な慈善行

為が、人々にどれほど偽りの希望

を与え、事情が変われば、あっさ

りと人を捨て去り、結果として、

人々を人間不信に追い込んできた

でしょうか。どれほど自己犠牲的

な慈善行為であれ、愛がなければ、

「何の益もない」のです。

さて――ここで少し脇道にそれ

ますが――パウロの論法でいけ

ば、キリストの十字架でさえ、も

し愛がなければ無益ということに

なります。しかしパウロには、十

字架に無益でないものが見えてい
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たのです。彼は、十字架に神の愛

を見ていたのです。そこに愛を見

出すのでなければ、見えるのは、

宗教的情熱の果てに反ローマの革

命分子として死んでいった悲劇の

ヒーローの姿だ

けです。十字架

はイエスの宗教

活動の失敗の産

物ではありませ

ん。十字架は、

神の知恵であり、

神の愛の結晶な

のです。わたしたちは十字架上に

神の愛を見ているでしょうか。

どころで、わたしたちは愛を考

えるとき、１３章の直前の言葉を

忘れないように注意したいと思い

ます。１２章３１節の言葉です。

Ⅰコリ12:31 あなたがたは、もっ

と大きな賜物を受けるよう熱心に

努めなさい。そこで、わたしはあ

なたがたに最高の道を教えます。

パウロは、１２章で聖霊の賜物を

列挙した後で、「もっと大きな賜

物」を求めるように勧めたのでし

た。つまり愛は賜物なのです。神

が与えてくださる賜物なのです。

まず愛が賜物であることを忘れて

はならないのです。愛が聖霊の賜

物であり､聖霊の賜物の中でも最

高の賜物であるとき､人間の資質

や力とは別の所にその源があるこ

とを知らなければなりません｡神

を知り､神の愛を知るとき､神を

｢父よ｣と呼ぶその思いの中に、真

の愛は育ち始めます。精神修養の

結果､人を愛する立派な人になる

のではないのです｡また､わたした

ちは人を愛せない自分の弱さを知

っています｡しかしパウロはその

弱さを修養によって克服せよ､と

は言わないのです｡彼は｢自分の弱

さを誇る｣と言いました。その弱

さに神の恵みが現れるためです。

イエス・キリストの愛といのち

に生かされるようになるとき、わ

たしたちは人間的弱さから自由に

され、さらには強さからも自由に

され、時には、逆転現象が起るの

です。人間の弱さのなかに（こそ）

神の力が働くという逆説です。肉

体のトゲを抱えていたパウロが癒

されることを三度も神に祈ったけ

渡辺禎雄「十字架上のキリスト」



- 11 -

れど、その祈りは聴かれませんで

した。その代わり、神からの語り

かけを聞きました。「わたしの恵

みはあなたに十分である。力は弱

さの中でこそ十分に発揮されるの

である」と。そこで続けてパウロ

はこう言います。「だから、キリ

ストの力がわたしの内に宿るよう

に、むしろ大いに喜んで自分の弱

さを誇りましょう。わたしは弱さ、

侮辱、窮乏、迫害、そして行き詰

まりの状態

にあっても、

キリストの

ために満足

しています。

なぜなら、わたしは弱いときにこ

そ強いからです｡｣(コリントの信

徒への手紙二12:9-10）。実に、驚

くべき、強さと弱さの逆説です。

キリストが中心軸となるとき、わ

たしたちの生と死の様は変えられ

てゆきます。自分自身が中心軸に

なって努力するとき、どれだけ真

面目な動機で真剣に生きていて

も、所詮、自分自身をがんじがら

めに縛る律法主義にすぎないこと

を、パウロはキリストに出会うこ

とによって発見したのです。また、

かつてのパウロは自分だけを正し

い者として、他の人々を裁いてい

ました。しかし、イエス・キリス

トの愛に結ばれ、イエスの命に生

かされるようになるとき、自分が

頑張らなければ、自分が、自分が

…という自縄自縛から解き放たれ

るのです。パウロは「イエスの命

がこの体に現れるために」（Ⅱコ

リ4:10）とか、「死ぬはずのこの

身にイエスの命が現れるために」

（4:11）と繰り返し語っています。

精神修養をして、その結果、内面

的な輝きが外に現れてくるという

のではないのです。精神修養の価

値を否定するのではありません

が、その点では、徹底して努力し

たパウロ自身がそこには答えはな

い、むしろ落とし穴があると言う

のです。そうではなく、イエス・

キリストの愛に結ばれて、それに

より自分が新たにされてゆくこと

こそが重要である、と語りかけま

す。コリントの信徒への手紙二の

４章１６節のあの有名な言葉に、

目を留めましょう。「たとえわた

したちの『外なる人』は衰えてい

くとしても、わたしたちの『内な

る人』は日々新たにきれていきま

す。」日々努力して自己革新を遂

げるというのではなく、「新たに
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されていく」のです。受身です。

信仰生活は他の誰にも代わっても

らえない、自分自身の信仰の生活

として、きわめて主体的なもので

すが、その中味は根本的には受身

的なのです。ですからパウロは、

次のようにすら言います。「わた

しは、キリストと共に十字架につ

けられています｡生きているのは､

もはやわたしではありません。キ

リストがわたしの内に生きておら

れるのです」（ガラ3:20）。キリス

トを信じ、神を信じ委ねるという

ことです。そのことにより、日々

新たにされてゆくのです。ですか

ら、日々聖書の言葉を味わい、祈

りの生活をするということ、主日

の礼拝に与ることは、日々新たに

されるために大切なことです。

愛はその人間の資質によらず、

聖書によれば「神から出るもの」

なのです。ヨハネの手紙一の４章

７節でこう言われます。「愛する

者たち、互いに愛し合いましょう。

愛は神から出るもので、愛する者

は皆、神から生まれ、神を知って

いるからです。」

教会の豊かさは、さまざまな賜

物に愛をかけ算することによっ

て、確保されます。異言の賜物が

あり、預言の賜物があり、神秘が

理解され、知識があり、信仰があ

り、献身的な慈善行為がある。こ

れらが愛によって用いられ、また、

なされるとき、教会はますます豊

かになるのです。(異言＋預言＋

神秘＋知識＋信仰＋献身的慈善行

為）×愛が＝(イコール)教会の豊

かさなのです。愛がなければ、(異

言＋預言＋神秘＋知識＋信仰＋献

身的慈善行為）×０＝(イコール)

０なのです。いくら賜物を誇り競

い合っても無に等しいのです。

パウロはこう言いました。「キ

リスト・イエスにあっては……愛

によって働く信仰だけが大事なの

です」(ガラ5:6)。新しい一週間

も、主の愛を信じ、主に助けられ

また守られて歩んでまいりましょ

う。祈ります。

2019.3.24 日本基督教団千歳丘教会
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13:1 たとえ、人々の異言、天使

たちの異言を語ろうとも、愛がな

ければ、わたしは騒がしいどら、

やかましいシンバル。

13:2 たとえ、預言する賜物を持

ち、あらゆる神秘とあらゆる知識

に通じていようとも、たとえ、山

を動かすほどの完全な信仰を持っ

ていようとも、愛がなければ、無

に等しい。

13:3 全財産を貧しい人々のため

に使い尽くそうとも、誇ろうとし

てわが身を死に引き渡そうとも、

愛がなければ、わたしに何の益も

ない。

13:1 VEa.n tai/j glw,ssaij tw/n

avnqrw,pwn lalw/ kai. tw/n avgge,lwn(

avga,phn de. mh. e;cw( ge,gona calko.j hvcw/n

h' ku,mbalon avlala,zonÅ

13:2 kai. eva.n e;cw profhtei,an kai.

eivdw/ ta. musth,ria pa,nta kai. pa/san th.n

gnw/sin kai. eva.n e;cw pa/san th.n pi,stin

w[ste o;rh meqista,nai( avga,phn de. mh.

e;cw( ouvqe,n eivmiÅ

13:3 ka'n ywmi,sw pa,nta ta. ùpa,rconta,

mou kai. eva.n paradw/ to. sw/ma, mou i[na

kauch,swmai( avga,phn de. mh. e;cw( ouvde.n

wvfelou/maiÅ


